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 地球環境変動観測ミッション（Global 
Change Observation Mission）は 地 20072005 2010

＜米国衛星Aqua搭載マイクロ波放射計
(AMSR-E)データ利用の例＞

Change Observation Mission）は、地

球規模での気候変動、水循環メカニズム
を解明するため、全球規模で長期間（10

年程度） 観測を継続 行えるシ

20072005 2010

～15年程度）の観測を継続して行えるシ

ステムを構築し、その有効性を実証する
ことを目的としたミッションである。

北極海の海氷面積変化の様子
（2007年に観測史上最小を記録）

 GCOMはマイクロ波放射計を搭載する
GCOM-Wと多波長光学放射計を搭載す
るGCOM-Cから構成されるるGCOM Cから構成される。

 GCOM-W1（「しずく」）は、地球規模での

水循環や気候変動を監視し、そのメカニ
ズム 解明や長期気候変動 予測精度

海面水温データによるエルニーニョ、ラニーニャ現象の観測

ズムの解明や長期気候変動の予測精度
向上に貢献するとともに、観測データは
漁業、農業、気象などの分野でも利用さ
れる。

2漁場と海面水温の関係



 「しずく」は、みどりⅡ搭載AMSR及び米国衛星Aqua搭載AMSR-Eの後継
機で性能や信頼性を向上した高性能マイクロ波放射計2（AMSR2）を搭載機で性能や信頼性を向上した高性能マイクロ波放射計2（AMSR2）を搭載

し、海面水温、降水量、土壌水分、積雪量等の地球の水循環に関する物理
量を計測する。

AMSR2センサユットスタートラッカ

・打上質量： 約2トン
・発生電力： 約4kW AMSR2制御ユニット・発生電力： 約4kW
・設計寿命： 5年以上
・寸法： 4.9m × 5.1m × 17.7m
・打上げロケット： H-IIAロケット

AMSR2制御ユニット

太陽電池パドル
（韓国衛星KOMPSAT-3と相乗り打上げ）

・打上時期： 平成24年度
・軌道： 高度約700km

太陽同期準回帰軌道

Xバンドアンテナ

+X 進行方向
+Y

太陽電池パドル
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太陽同期準回帰軌道

+Z

地球方向



 平成23年11月に「しずく」のシステムプロトフライトモデ 平成23年11月に「しずく」のシステムプロトフライトモデ
ル試験を完了した。

 12月1日に「しずく」のシステムプロトフライト試験後審 12月1日に「しずく」のシステムプロトフライト試験後審
査、12月22日にJAXA開発完了審査を実施した。

 平成24年1月29日に衛星を種子島宇宙センターに搬 平成24年1月29日に衛星を種子島宇宙センタ に搬
入し、射場作業に着手した。

4
正弦波振動試験 電磁適合性試験 熱真空試験 AMSR2アンテナ回転試験



 米国海洋大気庁（NOAA）と締結した協定にもとづき、「しずく」の観測データのスバ
ルバード局での受信について協力を得る。

 GCOM-W1データ提供サブシステムでは、インターネットで多くの一般研究者に、
AMSR2プロダクトとともに、これまで蓄積してきたマイクロ波放射計（AMSR、
AMSR-E）のプロダクトを一括して提供する。
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「しずく」のデータ利用の概要「しずく」のデータ利用の概要
水循環変動観測衛星
「しずく」（GCOM-W1）

全球観測
約100分間隔で

1日14～15回ﾃﾞｰﾀ受信

日本周辺観測
リアルタイムデータ
1日4回データ受信

北極圏 ｽﾊﾞﾙﾊﾞｰﾄﾞ島
気象庁

[ ユーザ機関]

天気予報
ザ

[ エンド・ユーザ] 準リアルタイムでの
プロダクト配信

気象庁

漁業情報
ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

ユーザ

漁業者

準リアルタイムでの
データ利用

JAXA 米国

ｻ ﾋ ｽｾﾝﾀ

共同研究機関
利用機関

他

気候変動予測
農業予測
海氷速報

水資源管
GSMaP

インターネットでの
提供システム

米国海洋大気庁(NOAA)
• NOAA関連機関
• その他

他水資源管理
航路予測
その他

他

アジアの
ユーザへの

世界中の一般研究者への
プロダクト提供

（注）Global Satellite Mapping of 
Precipitation（「全球降水マップ」）
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ユーザへの
降水プロダクト
の提供

Precipitation（「全球降水マップ」）



「しずく」のデータ利用例「しずく」のデータ利用例

 国内外の研究機関・研究者との共同研究を結び、地球規模での水循環及び気候変
動に関する研究の準備を行っている。（「しずく」の関連：国内17件、国外16件）動に関する研究の準備を行っている。（ しずく」の関連：国内17件、国外16件）

大気気象研究所 気象庁 千葉大 リモートセンシングシ 積算水蒸気量大気
• 降水、水蒸気等の観測と高頻度
気象現象把握、気候研究

海洋
海面水温 海上風等の観測と大

東海大, JAMSTEC, 京大, 北大, 神戸大, 水産研, 
JPL(米) NOAA(米)

気象研究所, 気象庁, 千葉大, リモ トセンシングシ
ステムズ(米), NOAA(米), フロリダ州立大(米), アラバ

マ大(米), 太平洋海洋学研究所(露)

降水量

積算水蒸気量

積算雲水量

• 海面水温、海上風等の観測と大
気・海洋相互作用の高精度把握

陸域
• 土壌水分量、積雪深等の観測と
地表面水・熱収支の把握

JPL(米), NOAA(米)

東大, 広大, 千葉工科大, JAMSTEC, モナッシュ大
(豪), サウスカロライナ大(米), 農務省農業研究部
(米), GSFC(米), 応用物理研究所(伊), ウォーター

ル 大(加)

海面水温

海上風速

土壌水分量地表面水・熱収支の把握

雪氷
• 海氷密接度・分布等の広域観測と
温暖化に伴う雪氷圏変動の監視

北大, 東海大, 極地研, GSFC(米), コロラド大(米), 
NOAA(米), ブレーメン大(独)

ルー大(加)

海氷密接度

土壌水分量

積雪深

数値モデル
• データ同化・比較検証

• モデルプロセスの改善

気象庁, 気象研究所, 東大, 水産研, JAMSTEC, 
NOAA, 他

GCOM-W1
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 利用機関と協定を締結して、漁業、農業、水資源管理、気象など、生活に密接す
る「水」に関する様々な分野で 「しずく」の観測データの利用実証を行う

利用機関 主な利用概要

気象庁 ・数値予報の検証、アジア太平洋天気図解析、台風解析、客観解析、海

る「水」に関する様々な分野で、「しずく」の観測データの利用実証を行う。

気 気
面水温解析、海氷解析

漁業情報サービスセンター(JAFIC) ・衛星データを用いた解析情報の漁業関係者等ユーザへの提供

農林水産省 ・食料安全保障に係る情報収集への活用

農業環境研究所 ・作付面積把握・収穫予想に関する研究

国土交通省 関東地方整備局
国土技術政策総合研究所

・衛星データによる船舶動静把握への適用の研究

国際協力機構(JICA) ・水資源管理に関するリモートセンシング技術の有効性検証

ウェザーニューズ ・衛星データを用いた北極海航路予測モデルの検証

土木研究所・国際建設技術協会 ・水災害関連予測分野における地球観測衛星データ等の解析研究及び
利用実証

日本気象協会 ・地球観測衛星データの天気情報提供システムでの活用と一般ユーザー
への利用推進の検証

海上保安庁 ・冬季海氷速報

米国海洋大気庁(NOAA) ・気象予報、ハリケーンモニタ
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米国NASAと仏国CNESの地球観測衛星によるコンステレーション「A-Train」に参加し、

複数の衛星に搭載した多様な観測センサの同時観測データにより新たな知見を得るこ複数 衛 搭載 多様な観測 同時観測 タ り新 な 見を得
とを目的とした国際協力の一翼を担う。
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 射場搬入後試験及び射場整備作業を実施 射場搬入後試験及び射場整備作業を実施

 平成24年度に「しずく」を打上げ

打上後A T i 軌道に投入するとともに 3ヶ月間 打上後A-Train軌道に投入するとともに、3ヶ月間、
軌道上初期機能確認を実施

観測デ タの初期校正検証を行い 打上げ後8ヶ月 観測データの初期校正検証を行い、打上げ後8ヶ月
以内に輝度温度プロダクト、1年以内に降水量、海面

水温 土壌水分量などの物理量プロダクトの提供を水温、土壌水分量などの物理量プロダクトの提供を
開始
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